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一般国道５号（北海道横断自動車道） 倶知安余市
くっ ち ゃん よ い

・新千歳空港から国際的観光地ニセコへの速達性を確保し、観光立国の推進に貢献

・約30年周期で噴火を繰り返す有珠山噴火など災害リスクに備えたルートの確保（現道の国

しん ち とせ

う す ざん

１．事業概要
いわ ない きょうわ ちょう くにとみ よ いち よいちちょう のぼりちょう

・延 長 等：２７．６ｋｍ（第１種第３級、２車線、設計速度８０ｋm/h）

・全体事業費：約１ ０９０億円

・起 終 点：北海道岩内郡共和町字国富～北海道余市郡余市町登町
わ な きょうわ ちょう くにとみ よ ち よ ちちょう のぼりちょう

（NEXCO事業中）倶知安余市道路
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・全体事業費：約１,０９０億円
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・計画交通量：約１２，1００台／日
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図１ 広域図
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図２ 事業位置図
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２．道路交通上の課題
【観光】
線形不良箇所の稲穂峠
などを経てニセコエリア
へアクセス
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後志地域➀地域経済 地域社会等

・後志地域は国際的な観光地である“ニセ

コ”を有し、年間約1,900万人の観光入込
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客があるが、新千歳空港や札幌からの移動

に時間がかかるなど、アクセス性が課題
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➁災害リスク

・後志･胆振地域は約30年周期で噴火
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▼H12噴火時の本州札幌間
宅配貨物輸送状況

国道５号は、太平洋側ル トの代

替路等として、災害・緊急時に重要

な役割を担う路線であり、冬期ス
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在し 迅速な救援・避難活動等への 函館方面

図４ 有珠山噴火災害による交通の
転換と国際コンテナ輸送ルート
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国道５号の狭小トンネ
けるため、道南から小
向けた国際コンテナは
迂回を強いられる資料：H12噴火時の影響についての
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在し、迅速な救援 避難活動等への

影響が懸念(図４)

市道路(共和～余市)に係る新規事業採択時評価
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道5号は道内最多の冬期スタック区間や、大型車通行支障箇所等が存在）
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しりべし

効果１ 個性ある地域の形成 [◎]
しん ち とせ

・新千歳空港や札幌からニセコエリアへの速達性が向上し、
観光立国の推進に貢献(図６)
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現況 約１７０分 → 整備後 約１３５分（約３５分短縮）
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効果２ 安全で安心できるくらしの確保 [◎]

さっぽろ
現況 約 分 整備後 約 分（約 分短縮）

札幌～ニセコエリアの所要時間

現況 約１４０分 → 整備後 約１０５分（約３５分短縮）

んちと さ ぽ効果２ 安全で安心できるくらしの確保 [◎]
図６ 新千歳空港・札幌

～ニセコエリアの所要時間
資料：H24冬期プローブデータ

しんちとせ さっぽろ

通行支障箇所の解消により 物流の効率化及び代替機能の向上が図られ 函館方面と小樽港な
はこ お たるだて

・高速ネットワークを構築することで災害･緊急時の迅速な救援･避難に貢献

〇災害への備え

物流効率化に資する大型車通行支障箇所の解消

後

・通行支障箇所の解消により、物流の効率化及び代替機能の向上が図られ、函館方面と小樽港な

ど道央圏との交流を支援
どうおう

現況 ２箇所 → 整備後 ０箇所

冬期スタックの発生が道内最多の稲穂峠等の回避による走行性向上

現況（峠） １区間 → 整備後 ０区間 （写真１）

いな ほ

写真１ 稲穂峠のスタック発生状況
【発生回数年平均21回（H23,24）】

いなほ現況（市街地） ３区間 → 整備後 ０区間

くっ ちゃ ん いわない お たる

倶知安 岩内方面から小樽 札幌市内の高次医療施設 の搬送時間が短縮 また 安静搬送によ

〇医療施設へのアクセス向上
さっぽろ

倶知安～小樽間の所要時間岩内～小樽間の所要時間
整備後 短縮

いわない くっ ちゃ ん お たるお たる

・倶知安・岩内方面から小樽・札幌市内の高次医療施設への搬送時間が短縮、また、安静搬送によ
り患者の負担が軽減される等、救急医療を支援。

現況 ６７分 → 整備後 ５７分（１０分短縮）現況 ７０分 → 整備後 ５８分（１２分短縮）

倶知安～札幌間の所要時間
現況１０３分 → 整備後 ８０分（２３分短縮）

岩内～札幌間の所要時間
現況１０６分 → 整備後 ８１分（２５分短縮）

さっぽろいわない くっ ちゃ ん さっぽろ

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用：854億円※2 総便益：1,520億円※2

・事 業 費：782億円
・走行時間短縮便益：1,338億円

※１： EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（H25年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

1.8 7.6%
・事 業 費：782億円

・維持管理費： 73億円
・走行費用減少便益： 131億円

・交通事故減少便益： 50億円

ネルを避
小樽港へ
は大幅な

1



一般国道５号（北海道横断自動車道） 倶知安余市
くっ ち ゃん よ い

き うわ よ いち

泊原子力発電所
倶知安余市道路

くっ ちゃ ん よいち

共和～余市 延長
きょうわ よ いち

（起起
）北
海
道
岩
内
郡
共

い
わ
な
い

き
ょ
う

島付内トンネル
稲穂峠

事故危険区間

いなほ

しまつけない

いな ほ

共
和
町

字

う
わ
ち
ょ
う

く

地すべり

稲穂トンネル
島付内トンネル

（国際ｺﾝﾃﾅ通行支障ﾄﾝﾈﾙ）
（国際ｺﾝﾃﾅ通行

支障ﾄﾝﾈﾙ）

いなほ

国
富

く
に
と
み

地すべり
地形

地すべり地形(仮)共和ＩＣ

地すべり
地形

史跡

きょう わ

凡　　例

対象区間

変電所

地すべり地形(仮)共和ＩＣ

事故危険区間
・主要渋滞箇所
くにとみ

7,487台/日
調査中区間

高速道路

一般国道

国富交差点
くにとみ

主要地方道

一般都道府県道

その他の道路

主要渋滞箇所

事故危険区間

曲線半径（R<150m）曲線半径（R<150m）

土工部

　　

トンネル構造

コントロールポイントコントロールポイント

縦断勾配（ｉ > 5%）縦断勾配（ｉ > 5%）

共和IC
(仮称)

きょうわ

起点橋梁構造橋梁構造

〇〇台/日
交通量(H25秋期)
※ﾄﾗﾌｨｯｸｶｳﾝﾀｰﾃﾞｰﾀ
交通量(H25秋期)
※ﾄﾗﾌｨｯｸｶｳﾝﾀｰﾃﾞｰﾀ

7,243台/日 (約56

(約40m)

(約3760m)

(約80m)

(約3760m)

倶知安市街地

市道路(共和～余市)に係る新規事業採択時評価
いち きょうわ よ いち

（終
）北

余市～小樽JCT
H30開通予定

北
海
道
余
市

長27.6km
よ
い
ち

倶知安余市道路
（共和～余市）

市
郡
余
市
町

ち

よ
い
ち
ち
ょ
う

黒松内JCT～黒松内
H21開通

町

登

町

う
の
ぼ
り
ち
ょ
う

主要渋滞箇所・事故危険区間

大川交差点
おおかわ

主要渋滞箇所・事故危険区間

黒川交差点
くろかわ

9,064台/日

行
大江市街地２

埋蔵文化財

地すべり地形

地すべり地形

農道空港

に き よ いち

16,973台/日

(仮)仁木南ＩＣ
(仮)仁木ＩＣ (仮)余市ＩＣに き みなみ

に き よ いち

余市～小樽
H30開通予定

北海道横断自動車道

標準横断図 （単位：ｍ）

ト ネ 部橋梁部 H30開通予定部 トンネル部橋梁部

終点終点
よいち

余市IC
（仮称）

(約300m) (約80m)
(約70m)

(約170 )

(約40m)

60m)
(約100m)

(約 )

(約40m)

(約140m)

(約120m)

(約170m)

(約90m)

(約50m)
(約100m)

(約120m)

(約 )

(約1230 )

(約90m)

※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図50000（地図画
像）を複製したものである。（承認番号 平25情複、第802号）
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